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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 電 源 回 路 お よ び 液 晶 表 示 装 置
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 蓄 電 素 子 と 、
第 ２ の 蓄 電 素 子 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る
第 １ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 第 ２ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ
ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ３ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 の 間 に 接 続 さ れ る 第
４ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る
第 ５ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ６ の 接 続 手 段
と 、



出 力 ラ イ ン と 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ７ の 接 続 手 段 と を 有
し 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ７ の 接 続 手 段 は 、
第 １ の 過 程 に お い て 、 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 、 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の
ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 、 前 記 第 １ の ラ イ
ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、
第 ２ の 過 程 に お い て 、 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る
と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 切 り 替 え 、 か つ
、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切
り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、
前 記 第 ２ の 過 程 と 排 他 的 に 行 わ れ る 第 ３ の 過 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一
方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 接 続
す る よ う 制 御 さ れ 、
第 ４ の 過 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お
け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え る と と も に 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 出 力 ラ
イ ン に 切 り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、
前 記 第 ２ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、 前 記 第 ３ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 を 時 分 割 で 行 う よ う 制
御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の 値 よ り 絶 対 値 で み て
小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 を 、 前 記 第 ３ の 過 程
に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 よ り も 長 く な る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
第 ２ 及 び 第 ３ の 過 程 と 排 他 的 に 行 わ れ 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 が 前 記 第
２ の ラ イ ン に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 出 力 ラ イ
ン に 接 続 す る 第 ５ の 過 程 を 有 し 、
前 記 第 ２ ま た は 第 ３ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、 前 記 第 ５ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 を 時 分 割 で
行 う よ う 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の 値 よ り 絶 対 値 で み て
小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ ま た は 第 ３ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 を 、 前 記
第 ５ の 過 程 の 接 続 期 間 よ り も 長 く な る よ う に 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の
電 源 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の ラ イ ン を 前 記 出 力 ラ イ ン に 接 続 す る 第 ６ の 過 程 を 有 し 、
前 記 第 ２ 、 第 ３ 、 ま た は 第 ５ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、 前 記 第 ６ の 過 程 に よ る 昇 圧 動 作 を
時 分 割 で 行 う よ う 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ 記 載 の 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の 値 よ り 絶 対 値 で み て
小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ ま た は 第 ３ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 あ る い は
前 記 第 ５ の 過 程 に よ る 接 続 期 間 を 、 前 記 第 ６ の 過 程 の 接 続 期 間 よ り も 長 く な る よ う に 制 御
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ の 蓄 電 素 子 と 、
第 ２ の 蓄 電 素 子 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る
第 １ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 第 ２ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ
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ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ３ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 の 間 に 接 続 さ れ る 第
４ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る
第 ５ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ６ の 接 続 手 段
と 、
出 力 ラ イ ン と 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ７ の 接 続 手 段 と を 有
し 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ７ の 接 続 手 段 は 、
第 １ の 過 程 に お い て 、 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 、 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の
ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 、 前 記 第 １ の ラ イ
ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、
第 ２ の 過 程 に お い て 、 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る
と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 切 り 替 え 、 か つ
、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切
り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、
２ ｎ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 手 段 は 、 第 ｍ （ ｍ は 、 ３ ≦ ｍ ≦ ｎ を 満 た す 整 数 ） の 蓄 電 素 子 に お け
る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 （ ｍ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お
け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 （ ｍ － ２ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え 、 か つ 、 前
記 第 （ ｍ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ｍ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子
に 切 り 替 え て 接 続 す る 第 ３ か ら 第 ｎ ま で の 過 程 と 、
第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 第 （ ｎ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り
替 え る と と も に 、 前 記 第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 出 力 ラ イ ン に 切 り 替 え て 接 続
す る 第 （ ｎ ＋ １ ） の 過 程 を 有 し 、
２ ｎ ’ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 手 段 は 、 第 ｍ ’ （ ｍ ’ は 、 ３ ≦ ｍ ’ ≦ ｎ ’ を 満 た す 整 数 ） の 蓄 電
素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 （ ｍ ’ － １ ） の
蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 （ ｍ ’ － ２ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り
替 え 、 か つ 、 前 記 第 （ ｍ ’ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ｍ ’ の 蓄 電 素 子
に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る 第 ３ か ら 第 ｎ ’ ま で の 過 程 と 、
第 ｎ ’ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 第 （ ｎ ’ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に
切 り 替 え る と と も に 、 前 記 第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 出 力 ラ イ ン に 切 り 替 え て
接 続 す る 第 （ ｎ ’ ＋ １ ） の 過 程 と を 有 し 、
前 記 ２ ｎ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 工 程 と 前 記 ２ ｎ ’ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 工 程 と を 時 分 割 で 行 う こ と
に よ り 、 ２ ｎ 倍 と ２ ｎ ’ 倍 の 中 間 の 昇 圧 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 電 源 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 乃 至 ７ い ず れ か 記 載 の 電 源 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に か か る 昇 圧 回 路 に あ っ て は 、 第 １ の 蓄 電 素 子 と 、 第 ２
の 蓄 電 素 子 と 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン と の
間 に 接 続 さ れ る 第 １ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 第 ２ の ラ イ ン と の
間 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン
と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ３ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 ２ の
蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 の 間 に 接 続 さ れ る 第 ４ の 接 続 手
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段 と 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続
さ れ る 第 ５ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と の 間 に
接 続 さ れ る 第 ６ の 接 続 手 段 と 、 出 力 ラ イ ン と 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接
続 さ れ る 第 ７ の 接 続 手 段 と を 有 し 、 前 記 第 １ 乃 至 第 ７ の 接 続 手 段 は 、 第 １ の 過 程 に お い て
、 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 、 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と
と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 、 前 記 第 １ の ラ イ ン と は 異 な る 電 位 を
有 す る 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、 第 ２ の 過 程 に お い て 、 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お
け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一
方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 切 り 替 え 、 か つ 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子
を 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、 前 記 第 ２
の 過 程 と 排 他 的 に 行 わ れ る 第 ３ の 過 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子
を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 す る よ う
制 御 さ れ 、 第 ４ の 過 程 に お い て 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の 蓄
電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え る と と も に 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端
子 を 出 力 ラ イ ン に 切 り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、 前 記 第 ２ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、
前 記 第 ３ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 を 時 分 割 で 行 う よ う 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 電 源 回 路 に よ れ ば 、 仮 に 、 第 ２ の 接 続 手 段 に よ る 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 を 全
期 間 に 、 第 ４ の 接 続 手 段 に よ る 接 続 期 間 を ゼ ロ と し て 制 御 す る と 、 上 述 の よ う に 、 出 力 ラ
イ ン の 電 位 は 、 第 ２ の ラ イ ン の ４ 倍 電 位 と な る 。 一 方 、 第 ２ の 接 続 手 段 に よ る 第 ２ の 蓄 電
素 子 の 接 続 期 間 を ゼ ロ に 、 第 ４ の 接 続 手 段 に よ る 接 続 期 間 を 全 期 間 と し て 制 御 す る と 、 第
２ の 蓄 電 素 子 の 出 力 電 圧 は 、 第 １ の ラ イ ン と 第 ２ の ラ イ ン と の 電 位 差 の ２ 倍 と な ら ず に 等
倍 と な る の で 、 出 力 ラ イ ン の 電 位 は 、 第 ２ の ラ イ ン の ３ 倍 電 位 と な る 。 こ の た め 、 接 続 期
間 の 割 合 を 制 御 し て 、 出 力 ラ イ ン の 電 位 を 平 滑 化 す る と 、 昇 圧 倍 数 を ４ 倍 ～ ３ 倍 の 間 で 無
段 階 に 可 変 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 こ の よ う な 構 成 は 、 第 １ の ラ イ ン が 第 ２ の ラ イ ン よ り も 高 位 と な る 場 合 に も 、 第 １
の ラ イ ン が 第 ２ の ラ イ ン よ り も 低 位 と な る 場 合 に も 、 そ れ ぞ れ 対 応 可 能 で あ る 。 ま た 、 基
準 電 位 は 、 第 １ の ラ イ ン ま た は 第 ２ の ラ イ ン い ず れ で も 良 い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 場 合 に お い て 、 前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の
値 よ り 絶 対 値 で み て 小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間
を 、 前 記 第 ３ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期 間 よ り も 長 く な る よ う に 制 御 さ れ
る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 出 力 ラ イ ン の 電 位 を 一 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
加 え て 、 本 発 明 に か か る 電 源 回 路 に お い て 、 第 ２ 及 び 第 ３ の 過 程 と 排 他 的 に 行 わ れ 、 前 記
第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 が 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 前 記 第 １ の
蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 出 力 ラ イ ン に 接 続 す る 第 ５ の 過 程 を 有 し 、 前 記 第 ２ ま
た は 第 ３ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、 前 記 第 ５ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 を 時 分 割 で 行 う よ う 制
御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 場 合 に お い て 、 前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の
値 よ り 絶 対 値 で み て 小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ ま た は 第 ４ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子
の 接 続 期 間 を 、 前 記 第 ５ の 過 程 の 接 続 期 間 よ り も 長 く な る よ う に 制 御 さ れ る こ と が 望 ま し
い 。 こ れ に よ り 、 出 力 ラ イ ン の 電 位 を 一 定 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 電 源 回 路 は 、 前 記 第 ２ の ラ イ ン を 前 記 出 力 ラ イ ン に 接 続 す る 第 ６ の 過 程 を
有 し 、 前 記 第 ２ 、 第 ３ 、 ま た は 第 ５ の 過 程 を 含 む 昇 圧 動 作 と 、 前 記 第 ６ の 過 程 に よ る 昇 圧
動 作 を 時 分 割 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 場 合 、 前 記 第 ２ の ラ イ ン の 電 位 ま た は 前 記 出 力 ラ イ ン に 基 づ く 電 位 が 所 定 の 値 よ り 絶
対 値 で み て 小 さ い 場 合 に 、 前 記 第 ２ ま た は 第 ３ の 過 程 に よ る 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 接 続 期
間 あ る い は 前 記 第 ５ の 接 続 手 段 に よ る 接 続 期 間 を 、 前 記 第 ６ の 接 続 手 段 の 接 続 期 間 よ り も
長 く な る よ う に 制 御 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ り 、 出 力 ラ イ ン の 電 位 を 一 定 化 さ せ る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 電 源 回 路 は 、 第 １ の 蓄 電 素 子 と 、 第 ２ の 蓄 電 素 子 と 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子
の 一 方 の 端 子 と 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 １ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と 第 ２ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ２ の 接 続 手 段 と 、
前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ
ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ３ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の
蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 の 間 に 接 続 さ れ る 第 ４ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の
端 子 と 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ５ の 接 続 手 段 と 、 前 記 第 ２
の 蓄 電 素 子 の 一 方 の 端 子 と 前 記 第 １ の ラ イ ン と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ６ の 接 続 手 段 と 、 出 力
ラ イ ン と 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 の 他 方 の 端 子 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ７ の 接 続 手 段 と を 有 し 、
前 記 第 １ 乃 至 第 ７ の 接 続 手 段 は 、 第 １ の 過 程 に お い て 、 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端
子 を 、 所 定 の 電 位 を 有 す る 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け
る 他 方 の 端 子 を 、 前 記 第 １ の ラ イ ン と は 異 な る 電 位 を 有 す る 第 ２ の ラ イ ン に 接 続 す る よ う
制 御 さ れ 、 第 ２ の 過 程 に お い て 、 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン
に 接 続 す る と と も に 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の ラ イ ン に 切 り
替 え 、 か つ 、 前 記 第 １ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ２ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方
の 端 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る よ う 制 御 さ れ 、 ２ ｎ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 手 段 は 、 第 ｍ （ ｍ は 、
３ ≦ ｍ ≦ ｎ を 満 た す 整 数 ） の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接 続 す る
と と も に 、 前 記 第 （ ｍ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 （ ｍ － ２ ） の 蓄 電 素
子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え 、 か つ 、 前 記 第 （ ｍ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端
子 を 前 記 第 ｍ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る 第 ３ か ら 第 ｎ ま で の 過
程 と 、 第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 第 （ ｎ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子
に 切 り 替 え る と と も に 、 前 記 第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を 出 力 ラ イ ン に 切 り 替 え
て 接 続 す る 第 （ ｎ ＋ １ ） の 過 程 を 有 し 、 ２ ｎ ’ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 手 段 は 、 第 ｍ ’ （ ｍ ’ は
、 ３ ≦ ｍ ’ ≦ ｎ ’ を 満 た す 整 数 ） の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 １ の ラ イ ン に 接
続 す る と と も に 、 前 記 第 （ ｍ ’ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 前 記 第 （ ｍ ’ － ２
） の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え 、 か つ 、 前 記 第 （ ｍ ’ － １ ） の 蓄 電 素 子 に お
け る 他 方 の 端 子 を 前 記 第 ｍ ’ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え て 接 続 す る 第 ３ か
ら 第 ｎ ’ ま で の 過 程 と 、 第 ｎ ’ の 蓄 電 素 子 に お け る 一 方 の 端 子 を 第 （ ｎ ’ － １ ） の 蓄 電 素
子 に お け る 他 方 の 端 子 に 切 り 替 え る と と も に 、 前 記 第 ｎ の 蓄 電 素 子 に お け る 他 方 の 端 子 を
出 力 ラ イ ン に 切 り 替 え て 接 続 す る 第 （ ｎ ’ ＋ １ ） の 過 程 と を 有 し 、 前 記 ２ ｎ 倍 の 昇 圧 電 圧
発 生 工 程 と 前 記 ２ ｎ ’ 倍 の 昇 圧 電 圧 発 生 工 程 と を 時 分 割 で 行 う こ と に よ り 、 ２ ｎ 倍 と ２ ｎ
’ 倍 の 中 間 の 昇 圧 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に す る こ と に よ り 、 容 易 に ｎ 倍 と ｎ ’ 倍 の 中 間 の 昇 圧 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と が で
き る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 電 源 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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